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顎 口腔領域感染症に対す る ピ リドンカルボ ン酸 系抗菌剤

T-3262の 臨床使用成績

橋 本 房 三 ・石 橋 克 禮 ・浅 田 洗 一・

鶴見大学歯学部第二口腔外科学教室*

T-3262錠 を口腔領域感染症17例 に投与 し次 の結果を得た。

1)解 析対象症例 は16例,除 外1例 で,口 腔領域 の効果判定(評 点比)に よる全体 として の有

効率は68.8%で,主 治医判定 でも有効 率は68・8%で あ った。

2)疾 患別の有効率 は歯周組織炎75%,歯 冠周 囲炎50%,顎 炎70%で あった。

3)検 出菌は グラム陽性菌,嫌 気性菌 が多 くみ られた。

4)副 作用は本剤 が投与 された全例に認めなか った。
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T-3262は1,8-ナ フチ リジソ環の1,7位 に それ ぞれ

新規 な2,4-ジ フルナ ロフェニル基お よび3-ア ミノピロ

リジニル基を 有 し,グ ラム陽性菌を は じめ グラム陰性

菌,嫌 気性菌に対 して広範囲な抗菌スペ ク トラムを有す

る富山化学工業株式会社で開発 された新 しい ピリドンカ

ルボ ン酸系抗菌剤である1)。この よ うな ことから,主 に

種 々の常在菌に よって起 こされ る口腔領域の化膿性炎 に

対 しこの薬剤の有用性が期待 され る。今回我々は顎 口腔

感 染症 に対 して本剤を使用す る機会を得,そ の臨床効果

を検討 した ので報告す る。

1.方 法

1)対 象症例お よび投与方法

対 象症例は昭和61年12月 よ り62年5月 までに鶴見

大学歯学部第二 口腔外科 を受診 した顎 口腔感染症17例

で,そ の痴 患の内訳はI群:歯 周組織炎(歯 牙支持 組織

炎,歯 周 囲膿瘍)4例,II群:歯 冠周 囲炎(智 歯周囲炎)

2例,III群:顎 炎(顎 骨骨膜炎,顎 骨周囲炎)11例 であ

った。病期 では1群 で極期2例,緩 解期2例 であ り,II

群では進行期,緩 解期各1例,III群 では進行期3例,極

期5例,緩 解期3例 で あ った。 基礎疾患 として は糖尿

病,慢 性血縁性歯周炎 を有す る症例 が各1例 み られた。

年齢は19歳 か ら69歳 まで,男 性10例,女 性7例 で

あ った(Table1)。

投与方法は1日3回 計450mgと し朝,昼,夕 食後30

分 に服用 させた。投与期間は病態に応 じて適宜調節 し,

3～8日 間で あ った。 併用薬剤は鎮痛剤を頓用 で服用 さ

せた以外は使用 しなか った。 なお,投 与にあた って ピリ

ドンカルボ ン酸系 もしくはセフ ェム系薬剤 に過 敏症 の既

往 のあ る患 者,腎,肝 障害 およびその他の重篤な合併 症

を有 している患者,妊 婦,妊 娠 している可能性のある婦

人,授 乳中の婦人お よび小児を対象か ら除外 した。

2)効 果判定基準

効果判定 は歯科 口腔外科領域 の抗生物 質 効果 判定基

準2)に従 い,投 与開始 日お よび投与3日 目の臨床症状の

採点法 に より観察 し,客 観的 な評点判定を行 った。評点

判定は投与3日 目の各症状の合計点数 を投与開始日の合

計点数 で除 した値が ≦0.3を 著効,>0.3～<0.7を 有

効、≧0.7を 無効 と して行 った。 また,同 時に臨床症状

の変化,患 者 への問診を もとに著効,有 効,や や有効,

無効の4段 階に分け,主 治医の判定 も併せて行った。

安全性の評価 は自他覚的副作用 と臨床検査値 との検討

か ら行 った。

3)細 菌学的検討

閉鎖膿瘍か ら穿刺 吸引 して得た検体はただ ち にTCS

ポーターに接種後 、(株)三 菱油化 メデ ィカルサ イエ ン

スに送 られ,検 出菌の分離 同定が行われた。 同時にT―

3262,ofloxacin (OFLX),nornoxacin (NFLX),

enoxacin(ENX)に 対する感受性(MIC)の 測定がなさ

れ た。

II.結 果

1)臨 床成績

効果判定 は3日 目に来院せず,投 与3日 目の症状観察

が行われ なか った1例 を除 く16例 で行った(Table2)。

16例 中2例 は食前投与が な された症例 であった。評点

比に よる疾患別臨床効果は,1群 では著効1例 を含む4

例全 てが有効であ り,II群 では2例 中1例 が有効,皿 群

では10例 中6例 が有効 で 著効 と有効を合わせた全体

と しての有効率 は68.8%で あ った。

*〒230横 浜市 鶴 見2-1-3
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Table 2. Clinical efficacy classified by diagnosis

外科的処置された7例 は5例 が 有 効で 有効率は71.4

%で 外科的処置が な されなか った9例 は6例 が 有効以

上で有効率は66.9%で あ った。

食前投与がなされた2例 はいずれ も無効であ ったが,

食後投与がなされた14例 では11例 が有効以上で有効

率は78.6%で あ った。

また主治医の判定では1群 で著効1例,有 効2例,や

や有効1例 であ り,皿 群 では有効,や や有効各1例,皿

群では著効2例,有 効5例,や や有効2例,無 効1例 で

あり,全 体 としての有効率 は68.8%で 評点比に よる有

効率と同様の結果を得た。

2)細 菌学的成績

成績はTable3に 示す とお りで,嫌 気性,通 性嫌気性

のStrePtococcusの 検 出率が高 く,次 い でNeis3eria,

Bacteroides,Actinomycesな どがみ られた。本剤 に対

する感受性は同系統のOFLX,NFLX,ENXに 比較 し

て低い値を示 した。

3)副 作用

副作用は,自 他覚症状 ともに16例 全 例に認め られな

かった。また,行 いえた臨床検査成績 には異常値はみ ら

れなかった。

III.考 察

口腔外科領域 の日常臨床 において遭遇す る化膿性炎 の

約2/3は 複数菌 によ り惹起 され,単 独菌検出例は少 ない

とされている。 また、その検 出菌 として グラム陽性菌が

あげられ ているが,複 数菌検 出例 では嫌気性菌 の検出率

が約半数以上を占め るとされ る3,4)。今回我 々の経験 した

閉鎖膿瘍 は7例 中5例 が嫌気性菌 との複数菌感染 であ り,

また検出菌の頻度 も同様 の傾 向がみ られた。従 って,そ

の治療にあた り幅広い抗菌 スペ ク トラム と強 い抗菌力 を

有する薬剤の選択が余儀な くされ る ことはい うまでもな

い。

T-3262は グラム陽性菌,グ ラム陰性菌お よび嫌気性

菌に対 して広範 囲な抗菌 スペ ク トラムと強い抗菌 力を有

し,特 にグラム陽性菌、嫌気性菌 に対 し従来の ピ リドン

カル ボ ン酸系抗菌剤 よ り強 い抗菌 力を 示す とさ れ て い

る1)。事実,今 回の症例 より分離 同定 し得 た各種臨床分

離菌 に対 す るMICを 同系統の薬剤OFLX,NFLX,

ENXと の比較 よ り、T-3262は 優れた抗菌力を 有 す る

薬剤 である といえる。

今回の臨床成績 は,I群,II群,III群 合わせ た全体 の

評 点比 に よる判定 で,有 効 率68.8%で あ り,ま た主 治

医の判定 で も同様 の結果 を得 た。 この有効率 は今回の臨

床分離菌 の感受性試験結果 か らみる と必ず しも満 足で き

る結果 とは思 われ ない。 しか しなが ら無 効例 を検討 する

と,そ れ らのいずれ もが長期 の経過 をた どってい る慢性

例 の急性 増悪例 であ った。 また2例 は食前投与症例 であ

り,本 剤の食 事に よる影響,す なわち食前投与 は食後 に

比較 し本剤の血 清濃 度が低 い傾 向を示 す1)こ とか ら,当

科受診までの臨床経過,感 染 源な どの宿主側 の諸要因,

服薬条件あるいは 口腔 諸組 織への薬剤 の移行等の問題 を

考慮すれば,顎 口腔 領域 感染症に十分評価で きる結果 と

思われた。

本剤の副作用に関 しては,自 他覚症状 ともに16症 例

全例に認めず,行 いえた臨床 検査成績 において も異常は

認めなか った。

以上の ような成績 か ら,T-3262は 顎 口腔領域の感染

症 に対 して有用な薬剤であ ると考えた。ただ し,第60回

日本薬理学会総会において ニューキ ノ ロン抗菌剤 と非 ス

テ ロイ ド系抗炎症剤 との併用に よる中 駆性 の副作用が指

摘 され5),従 って今回 の臨床試験 にお い ては注意深い問

診 の結果,副 作用の発現は認め ていないが,日 常臨床 で

は これ ら薬剤 との併用は起 こ りうるこ とであ り,使 用 に

あた っては今後 さらに基礎的,臨 床的検討 を要す る と思

われた。
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T-3262, A NEW QUINOLONE DERIVATIVE

IN ORAL INFECTIONS

FUSAZO HASHIMOTO, KATSUNORI ISHIBASHI and KOICHI ASADA

Second Department of Oral and Maxillofacial Surgery,
School of Dental Medicine, Tsurumi University

2-1-3, Tsurumi, Tsurumi-ku, Yokohama-shi, Kanagawa 230, Japan

A new quinolone derivative, T-3262 was administered at 450 mg per day for 3-8 days in 17 cases
of oral infection such as periodontitis (4 cases), pericoronitis (2) and ostitis of the jaw (11). One
case was ruled out as unevaluable. The results were:

1) According to the criteria for antibiotic efficacy of the Japanese Society of Oral surgeons, the
overall clinical efficacy rate was 68.8% : excellent in 1 case, good in 10 and poor in 5.

2) To examine bacteria from occlusive pus, needle aspiration was used, and 30 strains were
detected in 9 cases. Most of the isolated bacteria were Gram-positive cocci and anaerobes. The
MICs of T-3262 against these bacteria were quite low compared with those of ofloxacin, enoxacin
and norfloxacin.

3) No side effects or significant changes in laboratory findings related to the drug were observed.


